
教育基本法の改悪反対、学校選択制の性急な導入やめよ教育基本法の改悪反対、学校選択制の性急な導入やめよ教育基本法の改悪反対、学校選択制の性急な導入やめよ
福間市議―６月・９月市議会で教育行政について市教委の姿勢ただす

こ
ん
に
ち
は
、
市
議
会
議
員
の
福
間
健
治
で
す
。

９
月
市
議
会
が
９
月
11
日
〜
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん
と

ご
一
緒
に
と
り
く
ん
で
き
た
活
動
の
一
部
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小  
中
学
校
選
択
制
―
不
安
と
疑
問
の
声
続
出

小  

中
学
校
選
択
制
を
め
ぐ
る
見
解

万
葉　
太
郎

獏
湧
き
て
地
雷
食
ぶ
べし
獏
は
バク
と
よ
む

地
雷
禍
の
片
脚
を
待
つ
ク
リ
ス
マ
ス

俳
句
コ
ー
ナ
ー

福
間
議
員　

大
分
市
教
育
委
員
会
は
、
小
中
学
校
「
隣
接
校
選
択
制
」

を
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
大
分
市
中
心
部
で
、
２
年
間
の
試
行
実
施

を
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
全
市
域
で
実
施
す
る
方
向
で
す
。

　

７
月
上
旬
か
ら
の
試
行
地
域
で
の
説
明
会
で
は
、「
学
校
間
の
格
差

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
が
希
薄

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
子
ど
も
の
安
全
が
心
配
」
な
ど
の
不
安
の

声
が
保
護
者
・
教
職
員
・
自
治
会
な
ど
の
関
係
者
か
ら
は
続
出
し
ま

し
た
。
ど
の
説
明
会
会
場
で
も
性
急
な
導

入
に
否
定
的
意
見
、
校
区
ご
と
反
対
の
意

思
表
示
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
教
育
委
員
会
は
、
こ
う
し
た

関
係
者
の
声
に
は
背
を
向
け
、
学
校
公
開

日
や
保
護
者
説
明
会
な
ど
、
着
々
と
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
か
ら
は
「
あ
ま
り
に

性
急
な
や
り
方
で
は
な
い
か
」

「
教
育
委
員
会
は
、
関
係
者
の

声
に
真
摯
に
応
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
な
ど
、
不
満
と
怒
り

の
声
ば
か
り
で
す
。

　

説
明
会
で
出
さ
れ
た
疑
問
や

不
安
な
ど
に
誠
実
に
答
え
を
出

し
、
関
係
者
の
納
得
と
合
意
を
得
ら
れ
る
努
力
を
せ
ず
に
学
校
選
択

制
の
性
急
な
試
行
実
施
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

教
育
長　

「
21
年
度
か
ら
全
市
実
施
に
向
け
、
諸
課
題
の
検
討
・
検
証

を
お
こ
な
う
た
め
19
年
度
か
ら
試
行
し
、
試
行
地
域
外
の
市
民
に
も

説
明
し
、
意
見
を
聞
く
な
か
で
、
隣
接
校
選
択
制
の
導
入
に
鋭
意
努

め
る
」
と
、
強
引
に
す
す
め
て
い
く
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

１
、
保
護
者
な
ど
関
係
者
に
充
分
な
説
明
の
な
い
ま
ま
で
の
基
本
方

針
の
決
定
は
「
導
入
さ
き
に
あ
り
き
」
で
、
こ
の
よ
う
な
市
民
不
在

の
姿
勢
は
問
題
で
す
。「
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
要
求
し

て
い
き
ま
す
。」

２
、
不
安
・
懸
念
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
が
さ
れ
て
い
な
い

ま
ま
、
性
急
な
導
入
決
定
は
、
行
政
の
責
任
放
棄
に
つ
う
ず
る
も

の
で
す
。「
疑
問
・
不
安
に
応
え
ら
れ
る
ま
で
、
試
行
実
施
は
中
止

す
べ
き
で
す
。」

３
、
通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用
で
選
択
権
の
拡
大
は
十
分
に
で
き
ま

す
。
小
中
学
校
の
「
隣
接
校
学
校
選
択
制
」
の
性
急
な
導
入
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。「
自
治
体
の
裁
量
で
検
討
を
す
べ
き
で
す
。」

４
、
学
力
低
下
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
学
級
崩
壊
な
ど
の
諸
問
題
解
決
は
、

「
よ
り
近
い
学
校
へ
」「
学
校
の
特
色
づ
く
り
に
よ
る
活
性
化
」
と
い

う
、
学
校
選
択
制
の
導
入
で
は
、
解
消
で
き
ま
せ
ん
。

５
、
学
校
評
価
、
新
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
、
な
ど
の
教
育
改
革
路

線
（
財
界
主
導
）
と
、
教
育
基
本
法
改
悪
と
一
体
に
す
め
ら
れ
て
お

り
、
格
差
と
差
別
の
教
育
を
助
長
し
、
公
教
育
の
放
棄
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
基
礎
学
力
、
体
力
、
情
操
、
市
民
道
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
保

障
す
る
と
い
う
公
教
育
の
原
点
に
立
ち
戻
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
大
分
市
の
将
来
を
担
う
子
た
ち
へ
の
、
よ
り
よ
い
教

育
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

福間議員　さきの通常国会に提案された教育基本法改正案は、「慎

重に」という国民世論を反映して、国会で継続審議に。

改正案、憲法に反する２つの大問題

憲法第１９条が保障した思想・良心・内心の自由をふみにじる

　改悪案は、「教育の目標」として、「国を愛する態度」など、２０

もの「徳目」法律で決め、「その目標の達成」を義務づけ、子供た

ちに強制するものです。我が党の質問をきっかけに、いま各地

で「愛国心通知票」を見直す動きが広がっています。「評価する

のは難しい」（小泉首相）というのなら、法案の道理そのものが成

り立たたない。

憲法が求めている教育の自主性・自立性・自由を形骸化

　教育基本法の１０条は「教育は不当な支配に服することなく、国

民全体に対し、直接責任を負っておこなわれるべきである」と述

べています。政府の改正案は、この「国民全体に対し、直接に責

任を負って」という文書を削除し、「この法律及び他の法律の定め

るところにより」に置き換えいます。この１０条改悪のねらいは政

府・文部科学省の裁量行政よる教育内容への国家的介入を無制

限に拡大し、合法化することは明らか。

　教育長は教育基本法改正案をどのように受け止めているのか。

教育長　「現在、継続審議になっており、今後とも国における審

議経過を慎重に見守っていく」と答弁。

　教育基本法の全面改定は、憲法を変えて、海外で戦争する国

をつくろうという動きと一体のものです。また政府・財界は、

教育をいっそう競争本位に

し、こどもたちを早い時期

から勝ち組・負け組に分け、

新自由主義にもとづく、弱

肉強食の経済社会に順応す

る人間をつくることをね

らっています。

臨時国会で廃案に追い込む

ために力をあわせましょう。

教 育基本法の精神生かす
　　  　教育こそ、いま大事では
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大分市予算で申し入れ 91項目の要望を提出大分市予算で申し入れ 91項目の要望を提出大分市予算で申し入れ 91項目の要望を提出
　10月20日、大分市長に、2007年度予算編成にあたり国保・介護、
防災対策、学校給食・学校選択制問題など、91項目を要望しました。
　この申し入れには、堤前県議も党県自治体部長として参加し、キャ
ノンで働く非正規職員の実態などを訴え、雇用対策について要望し
ました。

2007年
度

2007年
度

６ 
・９
月
市
議
会
で
と
り
あ
げ
た
問
題

いつでもどこでも市民のみなさんとともにいつでもどこでも市民のみなさんとともにいつでもどこでも市民のみなさんとともに
■ 

南
大
分
雨
水
排
水
対
策

　

昨
年
南
大
分
一
帯
で
実
施
し
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
、
大
分
市

に
要
望
書
を
提
出
し
、

現
地
調
査
も
実
施
し
ま

し
た
。
大
雨
に
よ
る
道

路
浸
水
と
な
っ
て
い
た

明
磧
や
豊
焼
な
ど
改
善

対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■ 

国
保
・
介
護
改
善
運
動

　

国
保
税
の
大
幅
値
上

げ
が
行
わ
れ
、
高
く
て

払
え
な
い
国
保
税
に
怒

り
の
声
ば
か
り
で
す
。

　

減
免
申
請
、
国
保
証

の
未
交
付
を
な
く
し
、

安
心
で
き
る
国
保
制
度

に
と
、
毎
月
減
免
申
請

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
を
よ
く
す
る
大
分
の
会
第
７
回

総
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
賀
来
進
先
生

の
記
念
講
演
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
交
流

し
ま
し
た
。
私
は
司
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請
も
お
こ

な
い
30
名
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

■ 

大
友
氏
館
跡
整
備
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　

  

規
模
縮
小
を

　

大
友
氏
館
跡
整
備
計
画
の
拡
大
が
都
市
計

画
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

「
計
画
は
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
。」「
隣

接
地
へ
の
移
転
を
」
な

ど
、
地
域
住
民
の
方
と

大
分
市
へ
の
申
し
入
れ
、

地
域
懇
談
会
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■ 

県
・
市
と
の
交
渉

　
　

  ―

生
活
と
健
康
を
守
る
会

　

生
活
保
護
・
国

保
・
介
護
、
障
害

者
対
策
、
医
療
な

ど
で
、
切
実
な
要

望
が
次
々
だ
さ
れ

ま
し
た
。
県
と
の

協
議
に
は
、
県
下

か
ら
50
名
を
超
え

る
役
員
・
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

■ 

市
政
・
市
議
会
報
告
会

　

荏
隈
・
西
大
分
・
大
道
・
城
南
で
市
政
報

告
会
、
ま
た
な
ん
で
も
相
談
会
な
ど
を
開
催

し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
護
策
設
置
、

草
刈
り
、
介
護
・
国
保
の
要
求
な
ど
た
く
さ

ん
の
意
見
・
要
望
が
だ
さ
れ
、
諸
要
求
の
解

決
に
あ
た
り
ま
し
た
。

■ 

ワ
ラ
ビ
狩
り

　

連
休
の
一
日
、

西
南
地
域
の
日
本

共
産
党
後
援
会
で
、

日
出
生
台
に
ワ
ラ

ビ
狩
り
に
行
き
ま

し
た
。
50
名
あ
ま

り
が
参
加
し
、
た

の
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

■ 

ち
き
り
ん
踊
り

　
　

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
施
設
で
発
生
し
た
事
故
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

安
全
管
理
体
制
の
徹
底
を
要
求
、
10
月
よ
り
安
全
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
　

精
神
障
害
者
の
バ
ス
代
の
助
成

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
が
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

施
策
の
遅
れ
て
い
る
精
神
障
害
者
の
交
通
費
助
成
を
求
め
ま

し
た
。「
大
事
な
課
題
と
し
て
今
後
研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

　
　

国
道　

号
大
道
バ
イ
パ
ス
に
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
の
設
置
を

　

関
係
住
民
の
１
７
０
０
名
あ
ま
り
の
署
名
を
、
大
分
市
と

大
分
中
央
署
に
提
出
。
市
民
部
長
は
「
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
そ
の
後
、
県
土
木
事
務
所
、
大
分
県

警
交
通
規
制
課
な
ど
の
関
係
機
関
と
現
地
調
査
を
実
施
し
、

協
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

下
請
け
代
金
の
未
払
い
問
題

　

大
分
市
発
注
の
農
道
整
備
工
事
の
下
請
け
が
、
１
３
０
０

万
円
あ
ま
り
の
工
事
代
金
不
払
い
、
発
注
者
と
し
て
市
の
責

任
あ
る
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

介
護
保
険
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
法
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
の
ひ
ど
い
状
況
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

要
介
護
１
以
下
の
軽
度
の
高
齢
者
か
ら
、①
介
護
ベ
ッ
ト
や

車
い
す
な
ど
の
「
貸
し
は
が
し
」
を
た
だ
ち
に
中
止
す
る
こ
と
。

②
ベ
ッ
ト
な
ど
の
福
祉
用
具
の
と
り
あ
げ
ら
れ
る
方
へ
自
費

購
入
や
レ
ン
タ
ル
に
た
い
す
る
独
自
の
助
成
を
お
こ
な
う
こ

と
。③
大
分
市
で
も
実
効
性
の
あ
る
保
険
料
減
免
制
度
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
。④
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
か
ん
す
る
介
護
報

酬
や
基
準
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
な
ど
を
要

求
し
ま
し
た
。

　

格
差
社
会
が
す
す
む
な
か
、
毎
日
の
よ
う
に
、
様
々
な
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
解
決
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

―

や
っ
と
人
並
み
の
生
活―

　

ホ
ー
ム
レ
ス
生
活
２
年
あ
ま
り
、
生
活
保
護
申
請
に
い
く

が
、
家
が
な
い
と
言
う
理
由
で
、
申

請
も
受
け
付
け
て
も
ら
え
ず
途
方
に

く
れ
て
い
た
矢
先
、
福
間
議
員
の
適

切
な
援
助
を
う
け
、
生
活
保
護
が
決

定
。
家
も
無
事
み
つ
か
り
、
今
は
人

並
み
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
度
は
、「
私
が
困
っ
た
人

を
助
け
る
番
だ
」
と
、
生
健
会
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。  

（
男
性
51
歳
）
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